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書憩

平
成
4
年
秋
の
オ

i
ブ

(
復
怒
)
我
孫
子
市
西
部
構
祉
ゼ
ン
タ
i
の
鎚
工
式
が
叩
円
旬
日
〈
議
〉
立
行

わ
れ
、
平
成

4
年
秋
の
オ
ー
ブ
ン
立
向
ぜ
て
工
事
が
始
ま
り
ま
し
詑
。
福
祉
関

鎮
の
擁
設
は
、
中
轄
に
あ
る
老
人
撞
社
セ
ン
タ
i
「
つ
つ
じ
荘
」
巳
次
い
で

2

鰯
問
。
議
部
結
社
会
が
進
む
な
か
で
、
議
役
セ
ン
タ
ー
の
果
だ
す
役
割
詰
大
変

欝
盟
問
窓
も
の
は
仲
ゆ
っ
て
い
ま
す
。
舎
密
謀
、
こ
の
(
様
相
〉
我
孫
子
市
茜
蔀
撞
弦

セ
ン
タ
j

の
機
製
を
お
知
ら
せ
し
務
す
。
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…て、が主諒詩

…
二
一
討
封
静
保
全
地
鴎
事

h

了糊訴訴、ええる

M

悶詰吋詩倍叫時吋詰詰
ι
U幻信註一詰控臼史
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4
開
司
弓
引
制
騨
む
寝
蝿
翻
購
絡
線
嬢
灘
譜
置
盟
関
掴
輔
開
鱒
線
機
凶
月
初
日
(
冬
、
沼
闘
力
が
不
可
欠
な
こ
と
を
訴
、
え
ま
…

一

曾

t
v
t
l
翻

麟

鱒

灘

離

麟

輯

轍

輔

輔

轍

鈴

子

愛

知

事

が

宙

科

椴

し

た
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…

…

盟

品

開

臨

む

講

盤

的

関

欄

網
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購

欄

離

宮

総

務

し

ま

し

た

。

初

め

て

君

主

務

し

た

知

…

一

月

1
y
j帯
騨

欝

額

欄

樹

齢

麟

麟

輔

轍

臨

こ

れ

は

、

知

事

と

喜

一

定

、

ぜ

熱

が

よ

く

織

怒

れ

て

一

…

者

主

同

時

苫

品

購

醸

離

輔

覇

輯

睡

眠

醐

輔

臨

地

域

6
7町
の
市
町
長
い
る
い
い
場
所
。
よ
く
扱
い
を
…

一

同

盟

Y
立

副

議

開

輯

輯

輯
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輔

盟

関

関

関
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が
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し

合

う

書

検

討

し

た

い

」

毒

し
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ま

…

一

声
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し

た
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一

一

割

静

注
v

h
噌
輔
阻

v
i
-
-
A親
離

灘

鱒

盛

会

議

に

先

立

っ

て

こ

の

あ

と

、

器

専

行

わ

一

…
口
調
目
岨

V
1
1
A
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山
川
北
醐
糊
醐
欄
蹴
繍
鱒
翻
幽
一
行
わ
れ
た
視
撲
の
れ
た
十
書
偽
ブ
ロ
ッ
ク
車
問
一
段
会
…

旨
E
E匝
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田
園
圃
圃
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'
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る

場

寵

議

議

認

盤

機

悩

繍

謹

日

吋

剖

可

日

購

入

ケ

鱒

一

ウ

。

織

の

席

上

で

、

主

童

話

…

h
u
む
番
湖
町
軍
t

晴

〓

!

じ

韓

議

会

議

内

し

否

認

読

め

長

環

境

保

一

引

n
h
v
知
沿
張
緩
錨
+
〉
離

噂
一
宮
凶

-B
即

帯

号

越

4
A嬬
鶴

美

官

官

沼

会

地

域

指

定

義

め

て

蓄

し

…

…
副
都

4
E
T
J
4
N謡

錨

辺

で

、

治

め

保

存

ま

し

た

総

e

、
司

1
備

'

可

舗

ー

ι主
薬
剤
を
望
む
市
と
開
発

ン

タ
l
は
、
昭
和
的
年
に
庁
;
ブ
ン

し
た
老
人
補
祉
セ
ン
タ

i
「
つ
つ

じ
荘
」

1
館
だ
け
で
す
。
こ
こ
は
、

高
齢
者
が
健
康
で
叩
明
る
い
生
活
を

お
く
れ
る
よ
う
、
生
活
や
鍵
淡
な

ど
の
相
般
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

レ
ク
リ

ー
シ
ぉ
ン

し
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

一
臼
平
均
約
1
4
0名
の
利
用

者
が
あ
り
ま
す
が
、
我
諒
子
方
面

か
ら
は
場
所
が
速
い
こ
と
や
、
今

後
の
高
齢
結
社
会
へ
の
対
応
な

r

か
ら
、入

口
は
、

ょ
う
ス
ロ

i
ブ
を
つ
け
、
玄
関
か

ン
を
目
指
す

ら
各
部
屋
、
ト
イ
レ
、
浴
室
等
へ
の

人
口
や
室
内
も
段
差
を
な
く
し
て

い
ま
す
。

敷
地
を
夜
効
に
料
開
加
す

る
た
め
、
殿
上
じ

い
た
ゲ

l
ト
ボ

i

ンけ
、
本
椅
?
?
で
も
上
が
れ
る
よ
う

エ
レ
ベ
タ
ー
も
設
設
し
ま
し
た
。

な
お
、
送
迎
用
に
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
運
行
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

叩
阿
旬
日起

日
月
四
日
(
金
)
、
大
井
市
長
は

じ
め
地
元
住
民
や
熊
謀
者
約
部
名

が
出
席
し
、
間
セ
ン
タ

i
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ城こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
以
利
用
し
て
い

だ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
セ
ン
タ

i

の
福
祉
に
栄
た
す
役
割
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
は
、
平
成
4
年
の
秋

磁
の
予
定
で
す
。

施
笹川

自又

2
5
0
0平
方
灯
の
敷
地
に
、

延
床
面
積
7
0
8
平
方
幻
の
欽
第

コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
千
展
建
て
、
高
出
陣

式
構
域
の
施
設
と
な
り
玄
す
。

。
大
集
会
窓

供
サ
に
利
用
で
き
る
和
泉
。

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
科
沼
で

き
、
ま
た
、
高
齢
符
向
け
社
交
が
/
ン

。
教
鞭
娯
楽
官
一
説
党
綜
当
将
へ

の
叩
仰
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

編
集
・
ね
州
ん
ぶ
什
器
材
一
子
を
設
託
ゃ

。
生
活
健
康
相
談
室
生
活
・
総

康
相
談
や
糾
灸
、
?
ッ
サ

i
ジ
等

を
行
、
っ
部
版
。

。
)
活
家
一
日
川
附
行
問
と
し
て
叩
掛
川
併

と
普
通
浴
槽
を
設
問
。

信
隣
地
上
全
国
に
人
工
芝
を
訟

り
、
や
分
合
ゲ

i
ト
ポ

i
ル
場
、
議

り
半
分
を
恕
の
場
と
し
て
ベ
ン
チ

等
を
設
置
。
屋
上
へ
は
、
欝
謀
者
等

だ
れ
も
が
自
由
心
行
け
る
よ
、
っ
円
以

人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
j
を
設
絞
り

@
売
府
セ
ン
タ
内
に
総
職
場

が
無
い
た
め
、
仕
出
弁
当
、
お
茶
子

山
場
の
販
売
を
行
、
っ
予
定
。
な
お
、
お

茶
等
は
、
湯
沸
円
余
で
の
セ
ル
フ
サ

ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

園
部
個
以
独
首
診
夕
日
目
羽
潟

会我
い 畏 孫

岩 子
本 市
一老
部人
さク

つんラ
つ 2 ブ

語審
の 会
雲~露草

で
喜
ん
で
い
ま
す
。
特
に
日
投
ト
一
に

ゲ
i
ト
ボ

l
ル
場
が
で
き
る
と
路

い
み
ん
な
期
待
し
て
い
る
ん

近
く
に
、
い
い

ん
で
す
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の

人
が
利
用
し
、
そ
こ
で
毅
総
が
深

ま
れ
ば
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
ナ
ね
。

利
引
附
加
す
る
人
の
こ
と

パ
スjv 

て
ほ
し
い

こ
の
広
報
紙
誌
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

対反対~~ 用機イ史本未の1也基会公
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平
成

2
年
度
決
算

平
成

3
年
度
上
半
期

市
の
財
政
状
況
を
公
表

窃
或
2
舘
渡
決
算
の
識
涜
と
都
武

3
年
麓
ぃ
ム
一
半
期
〈

4
伺
4
a

g
i
g
m
内
総
門
口
〉
の
執
行
状
涜
は
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
法
す
。
之

の
慰
級
公
濃
川
跡
、
一
的
践
の
皆
さ
ん
は
納
め
て
い
恕
だ
い
恕
市
税

ガ
、
ど
の
よ
う
に
舘
お
れ
て
い
る
か
は
ど
後
公
織
診
る
も
の
で

す
e
ま
法
、
水
遊
響
機
愈
軒
の
状
涜
は
つ
い
て
も
都
知
ら
せ
レ
絞

す。

H
H
財
政
験
日

一一、=ro. 議

~ 会 収入済額 機足立上と 対前零度比

オ1 税 164!1l'.9，223);'I'J 66.0% 10.1% 

地方交付税 71.U 319);l1i 2.8% ム1.0%

分U!1Ii:・i't扱念 4iQ4，587iiPl 1.8% 12.6% 

使用料・手数料 3{立4、659hl'J 1. 4% i 11. 0% 

関/il1支出金! 1H立6，586万川 4.7% ム11.6% 

以文 tH 1ii: i 6{立1， 410);'111 ! 2.4% 7.3% 

毒患 入 1ii: 4f.Q': 876Ji，1J， 1. 6% 63.5% 

繰 越 金 121M:、 133}j1'1 4.8% ム12.6%

ま色 方 {資 111立3，933万PJ 4.6% 45.1% 

そ cf) 他 241.U7， 113)]1' J 9.9% 12衆 5%

メ広与2、 去十 249母、8.83ヨJJp:j 100.0% ゑ1%

般

計

..0. 
:zx 

平
成
2
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
が
2
4
9
億
8
8
3
9

万
円
(
対
前
年
度
比
9
・
I
Y
増
)
、

弛
由
主
持
抽
出
別
立

2
3
3
窓
8
8
0
万

五

f

4

?

;

4

7

山
口
(
向
7
・
4
Y
増
)
と
、
頗
調
な

以
以
気
を
反
挟
し
て
堅
識
な
伸
び
を

3.6% 

8.1% 

25時 3%

37.4% 

5.1% ! 

14.4% ! 

歳出

まま前年度比

11. 0% 

事聾威主主

1. 5% 

21. 5% 

15.3% 

7.8% 

望号

決算
、 a: 王子

会

君事

!l:. 

ゑ

2義

総

Eも

予紛

計会般

第817器

歳入

出
先
質
収
支
は
前
年
度
に
引
き
続

き
黒
字
と
な
り
、
決
誌
上
で
は
比

較
的
他
会
財
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
2
年
度
米
の
地

方
俄
残
高
は
1
7
2
億
円
に
の
ぼ

り
、
俄
務
負
担
行
為
の
未
償
還
残

出
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
は
2
2

0
俗
円
に
達
し
、
今
後
の
財
政
運

1.4% 

1.1% 

58似1， 99T!ir1] 

山
口
刊

、I

29似し 30375内

21 t~4， 052;i内

1.307万内

10i.な6.478}j円

n 

fll 

撃を

官者

I 

ァf;:.

防

1守教

H百

こた

。
け
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

10弘司%

決
察
我

山
山
は
褒
ー
の
と
お
り
で
す
。

豆
長
合
計
一

一
平
成
2
年
度
は
給
水
人
口
m
w
万

8
2
6
9
入
、
給
水
戸
数
3
万
3

6
2
4
戸
で
普
及
率
は
鉛
・
6
Y

(
日
門
前
年
度
比
2
・
2
か
れ
培
)
と
な

り
ま
し
た
。
経
理
状
況
は
表
2
め

と
お
り
で
す
。
絞
殺
的
絞
支
は
水

め
供
給
事
業
を
主
体
と
し
た
経
営

活
動
の
続
交
で
2
5
2
3
万
円
余

め
損
失
会
計
上
し
、
品
例
年
度
繰
越

利
議
鵡
余
念
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
は
艶
氷
併
の
布
設
や

施
設
磁
設
等
め
収
支
で
、
収
入
が

し
災
出
に
…
小
口
地
寸
る
5
部
1
1
0
2

880JJ内233総

木造事業会計〈表 2) 

主主 3革綴 ; 

241.窓3502JJ81311J]

24然6026JJ23鉛内

言是 事草 筆業

E，11Jl32TJ}900011 J 

13i.窓2430JJ2853f1J

予算事実

221悠7292方向

271億4783万1000内

予算額

7i窓7050万50001'1

1St意7145万pi

は
2
6
8
偲
2
7
6
0
万
円
と
な
都
市
排
水
斡
娘
補
修
工
事
、
布
依

り
、
当
初
予
算
比
3
・
5
V
増
で
小
下
水
議
接
続
工
事
な
ど
と
な
っ

て
い

特

定5
..0. 
:zx 

す
る
必
繋
が
あ
る
場
合
に
設
罰

し
、
現
議
、
市
で
は
6
つ
め
事
業
を

別
会
計
で
行
っ
て
い
ま
寸
。

そ
の
決
算
状
況
は
、
捜
3
の
と

特現金計決第{表 3) 

持要IJ 阪入涛綴 支出演緩
会計名

欝民健康
351意 2oiJ同 32係争，083iJ内

保険事業

務土地王棄事区関業 10億 440iJ内 3億7，050ヌj'[1J

公共下水
29俄9，7宮8万[1J 26i意8，217万pl

道事業

乎焚 f自
2億2.073iJ内 2f意1，543万悶

浄化事裁

老人保健 31億4，2s9万内 30俄8，704iJ内

l合 音十 1081;(，%，6007j悶 96f.窓4，597JJ内

市

ガ

所

有

す

る

財

産

。
土
地
i
1
3
6
万
5
0
0
0

平
方
幻

む
建
物
=
・
時
万
一
平
方
幻

。
基
金
・
=
日
偲
4
3
7
9
万
円

。
有
価
証
券
な
ど
・
2
3
億
6
2

2
万
円

2
ら
9
俄
2
0
0
0
万
内

で
ス
タ
ー
ト
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教 ずf tt 4U品ち.fi44 Jjド] 171.患fi.6続続ノ'iPl
ノ品、、 fft tそ 221，Q: 549)jドj I{){品1.fi05JiJll 
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一設会計収支状況{濃川

市

民

の

負

担

状

況

9.2% 

42万ふ 12舎内 7.5% 

13).i6，466内

市
民
的
負
総
状
況
は
、
下
撲
の
と

お
り
で
す
。

地

方

債

務

在

高

と

債

務

負

握

行

為

未

払

残

高

地
方
債
と
は
、
公
共
簸
設
的
笠
間
協

や
公
共
用
地
の
取
得
な
ど
を
日
的

と
し
て
市
が
す
る
金
金
で
、
そ
の

返
済
が
数
年
度
に
わ
た
る
も
の
を

い
い
ま
す
。
ま
た
、
債
務
負
担
行
為

と
は
、
後
年
度
に
お
い
て
経
費
の

支
出
義
務
を
魚
、
つ
行
為
で
、

や
建
物
の
分
前
購
入
、
数
年
度
に

わ
た
る
工
事
の
一
括
契
約
な
ど
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

。
地
方
債
現
住
高
(
元
金
)
・
=
1
7

2
怒
2
6
9
7
万
円

む
債
務
負
招
待
為
未
払
残
高
(
一
一
ん
・

料
金
〉
・
:
U
憶
7
2
1
0
万
円

9
月
初
日
現
絞
め
券
会
一

鞭
4
3
6
め
一
部

特別会計収支状況〈褒 5) 

会計名 予算額; i渓入芸書室翼 3主主主演重要

哲E議長E罪宅者若金室手長象室 35{怠7.400万汚 161.e'; 968)H'J 12全容7，852JiPJ

ニ主と吾泌理霊務をE溺総 14i.M.400方向 6ili:5、885方向 ゑ127J.iPi

公主主共事下水ま室 30!玄乙 100万内 101.11.2，634万ffJ 9i:!i:l.446ヌJPJi 

守浄主化童芝家沼業 li.草号.800JJf1l• 4.008iJF'J 乙35母子

老人保健 341窓 100万円 151.立2守 70号7i!IJ 14後1.448万円

メ同入 計 1171蕊ヲ.640Ji内 総 悠5‘204Jif'i 36i.(l:6， 22'l)jlfJ 

水道事業会計執行状況(表的
i反 区 分 予 .. 綴 需主f守書事
主的主

水道 :'J~ ;;主収主主 231.rr:9016:むドJ 54.7% 
i←JEド4Z - 水道事業 '!~m 29f.i):974TJj9000i'j 29.8% 

本自資甘
区 分 予 害車 綴 執行主幹

資本自J収入 5{il: 8768'JJ rq 16.9% 
i支収

資 本 的 文 仕1 14f.il:3503JJ内 7.0% 設者事2万8，885t詮害事}人口12Jぎ852人(司王.~ 3 ~手 4 F.I 1隠滅後

日本噂気(株)千葉支社から2900枚

れ

べ

、

ブ

テ
ィ
ハ
ン
ド
」
2
9
0
0
枚

(
市
内
会
小
学
校
内
1
・
3

年
生
分
)
が
都
贈
さ
れ
、
四
月

刊
山
日
(
令
一
)
石
川
修
治
支
社
長

か
ら
小
村
教
育
長
に
日
銭
と

セ
ー
フ
テ
ィ
ハ
ン
ド
が
手
控

"ラ

丸田れ

大;

"ラ
丸酬

市
内
各
駅
周
辺
め
歩
道
や

駅
前
広
場
な
ど
に
無
秩
序
に

政
液
岬
ぐ
れ
て
い
る
自
転
取
等

は
、
渉
打
者
の
通
行
や
救
急
・

消
防
活
動
心
慰
怒
を
与
え
る

び

(
写
真
)

め
セ

i
フ
テ
ィ

i
ハ
ン
ド
辻
、

縦
お
句
、
横
お
日
ン
、
厚
さ
1
・
5
J

リ
エ
チ
レ
ン
制
棋
の
黄
色
め

手
の
ひ
ら
部
分
む
は
グ
と

た
脅
か
れ
て
い

す
た
め
、
訪
問
バ
お
臼
(
月
)
我
孫
子

駅
と
天
平
一
会
釈
で
グ
釈
部
放
覆
自

転
本
タ
リ
;
ン
キ
ャ
ン
ペ

i
ング

め
統
一
線
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
指
導
に
は
、
交
通
安
全
協
会
、

防
誌
協
議
会
、
自
転
車
務
協
持
続

ん
打
、
務
察
、
引
が
参
加
。

ズ
ナ
小
山
台
紙
磁
の
キ
ャ
ン
ベ

i
ン

に
は
、
大
弁
中
市
民
J
U
参
加
し
て
、
駅

科
部
会
に
符
発
的
め
チ
ラ
シ

川
刻
、
ン
;
ん
な
ど

?い

い
人
は
歩
く

な
ど
、
安
全
で
快
適
な
環

境
づ
く
り
に
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



第817雪

軍
軽
口
参
捕
し

Z
語
華
宮
九
部

参加自由

一一令巴
(C). 揚(3) 1991. 11. 16 

「
カ
ナ
ダ
遠
征
帰
国
後
の

8
月
初

め
、
電
話
で
内
知
ら
せ
公
開
い
て
思

わ
ず
や
っ
た
と
患
い
ま
し
た
。
ヮ

!
ル
ド
カ
ッ
ブ
出
場
辻
大
き
な
悶

縦
で
し
た
か
ら
」
と
喜
び
を
蹴
る
。

持
ち
蔀
の
パ
ワ
ー
と
総
持
力
、

海
外
試
ん
併
で
の
ゆ
党
総
を
高
く
評
錨

祭
礼
、
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
へ
α

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
栄
縫
を
た
た
え

投
与
さ
れ
る
「
キ
ャ
ッ
プ
も
国
」
と

目
を
糠
か
す
。

錦町，
G

間
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
ブ
は
、
オ

i
ス
ト
ラ
リ
ア
め
優

勝
で
日
月
2
日
以
前
嚇
を
閉
じ
た

0

8
本
法
予
選

1
勝
2
散
で
決
勝
地

出
は
来
た
せ
な
か
っ
た
。
今
鎖
的

大
会
に
は
後
絞
め
中
島
姥
ニ
選
手

も
出
場
。
「
パ
ワ
フ
ル
で
ス
ピ

i
デ

ィ
i
な
攻
般
市
な
ど
世
界
の
プ
レ
!

直型E
ロ
月
1
5
(
日
)
午
前

g
時
か
ら

正
午
ま
で
〈
雨
天
の
場
合
、

ロ
月
g
昌
)

監理

、轟圃'
IA 

の

ヤ
i
か
ら
体
で
教
わ
っ
た
」
。

身
長

1
8
4
セ
ン
チ
、
依

1
0
・
キ
ロ
の
一
山
や
ま
れ
た
体
格
。
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
フ
ォ
ワ

i
ド
最
前
列

の
左
め
ブ
ロ
ッ
プ
。
識
も
パ
ワ

l

安
袈
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

「
2
メ
i
ト
ル
の

か

っ

て

い

手

賀

沼

山
間
…
域
械
を
取
り
戻
す
た
め
、

れ
の
詩
掃
を
行
い
ま
せ
ん
か
。
水

辺
に
競
し
み
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
に
よ
り
か
水
の
大
切
さ
。
を
一
内

一
必
峨
し
、
水
質
浄
佑
へ
の
輸
を
出

げ
て
い
く
た
め
に
「
や
筑
沼
ふ
れ

あ
い
法
掃
い
そ
探
梅
し
ま
す
。

な
h

件
、
清
掃
後
、
稚
魚
の
放
流
と

ヂ

奴

招

始

上

見

学

の

み

)

も
行
い
ま
す
。

い
合
わ
せ
の
?
え

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
随

時

立

月

l
n
(
口
同
}
午
前
9

時
か
ら
正
午
〈
隅
光
の
場
合
、
ロ
月

8
8
 

V
清
掃
コ

i
ス

之@ラペß~で安J邸です
(安全マークのついた好治かん~)
鶏入しましょう

aaふ
る
さ
と
コ
!
ス
=
・
子
資
沼
公

同
か
ら
待
機
新
問
地
先
ま
で
往
信
悦

4
キ
ロ
メ

i
ト
ル

や
ふ
れ
あ
い
コ

i
ス
i
引
い
ん
凡
部
公

開

問

か

で

伎

提

3
・
5
h咋
ロ
メ
ー
ト
ル

V
対
象
市
民
(
参
加

V
集
会
場
一
駒
子
資
招
公
開
制
(
多

呂
的
広
場
)

は
チ
ー
ム

山
内
側
抑
制
側
、
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う
抑

し
ま
〈
る
だ
け
で
す
い
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
部
め
コ

「
お
ま
え
は
紫
慣
が
あ
る

強
く
な
れ
ば
機
外
に
も
行
け
る

ぞ
」
と
甘
い
の
せ
ら
れ
、
ラ

グ〉

ー

ゾぷ
議 2回ラグピーワールド

カップ吉本代表

太田 翁さん
{柴絡台)

グ
ピ

i
を
始
め
た
。

「
線
機
は
苦
し
か
っ
た
が
、
や

め
よ
う
と
患
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
試
合
で
勝
っ
た
と
き

の
高
び
を
み
ん
な
と
分
か
ち
あ

え
る
の
が
地
高
の
魅
力
な
ん
で

ラ
グ
ビ
!
の
名
門
、
明
治
大

学
か
ら
昭
和
mw
年
、
日
本
擢
然

心
入
社
、
我
張
子
卒
業
場
総
務

総
に
勤
務
。
会
社
で
は
「
溜
倒
み

の
良
さ
は
抜
群
」
と
評
判
判
が
い

鋭
校
、
東
日
本
社
会
人
リ

i

グ
が
は
じ
ま
り
、
チ
ー
ム
の
要

と
し
て
若
ゃ
を
引
っ
綴
る
。

「
次
は
臼
本
選
手
権
に
出
場
し
、

日
本
電
気
が
臼
本
一
に
な
る
こ

っ
た
。
部
議
。

と

田園田園

r:fiぬF轄ポリエチレンかん

A

苦
…
げ

揖一

i

紘
一
恥

証
一
向
付
対
叫

J
1
一

川

t

引池山

h
d

一
噛
刊
品

別一

Z

ト

レ
一
五

j

チ
一
夫
札

エ
一
象
?

主
義

性
問
問

V
参
加
資
無
料

V
服
装
お
よ
び
用
殺
す
る
物
清

掃
作
業
の
で
怒
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

V
出
申
し
込
み
蕊
接
、

側
幽
多
日
的
広
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
一
地
で
の
ご
米
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

※
山
訪
日
、
先
着
3
0
0名
の
方
に

記
念
品
を
進
昭
一
一
い
た
し
ま
す
。

-
v
m
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
線

岱

1
1
1
1
内
線
5
6
8

来
年
4
月
1
m
に
保
育
園
へ
入

e

総
を
治
刻
さ
れ
る
方
は
、
日
月
詑

抑
制
{
令
)
ま
で
に
申
締
法
ア
続
糸
、
そ
し

て
く
だ
さ
い
。

V
入
聴
で
泳
、
る
器
準
児
童
の
保

識
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
め

φ
か

ら
金
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

家
経
保
育
が
闘
難
な
方

@
昼
間
川
は
勝
者
外
で
労
崩
御

都
内
調
関
に
緩
宅
内
マ
労
偽

灯
油
め
撚
擦
時
期
を
選
、
ぇ
、

灯
油
の
運
搬
、
貯
蔵
の
一
問
中
紋
一

ふ
ん
お
よ
び
人
命
安
全
を
関
る
た

め
、
灯
油
か
ん
心
は
潟
訪
法
に

よ
る
税
総
紙
撤
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
‘
灯
油
か
ん
を
総

入
の
際
は
、
鍛
議
・
認
定
ラ
ベ
ル

が
叫
納
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
鴎

入
ず
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

、

V
問
い

防
協
岱

消
防
本
部
γp

o
-
-
9大

.
崩
事

1

i
p
A
4
 

4

『
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
簿
祷
コ

l
ス

ゆ
舵
桜
中
ま
た

-
L
V
 

告
病
気
・
ま
た
は
身
体
に
昨
伸
容
を
有

し
て
い
る

φ
病
人
や
比
伸
容
を
持
つ
家
線
会
介

離
し
て
い
る

争
そ
の
他
家
経
で
保
育
で
き
な
い

事
閣
が
あ
る

な
お
、
就
労
者
は

1
m
4
時
間

以
上
、
月
一
平
均
同
日
以
上
の
就
労

ま
た
、
学
齢
前
克
援

日
当
た
り
の
よ
い
蹴
端
ゃ
く
さ

む

ら

コ

ズ

チ

に

ま
た
林
の
出
?
な
ど

の

ヒ

カ

ゲ

イ

ノ

コ

ズ

チ

を
よ
く
見
掛
け
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ノ
コ
ズ
チ
の
花
燃

は
八

i
九
月
で
、
目
立
た
な
い
織

品
ゅ
の
小
さ
な
花
を
叢
の
党
や
粥
の

脇
か
ら
山
山
た
花
籾
は
沢
山
山
つ
け
る
。

イ
ノ
コ
ズ
チ
の
悲
鳴
を
ま
め
と

い
う
。
抜
の
認
が
膨
ら
む
の
で
、
動

物
の
関
節
に
見
立
て
た
ん
お
で
あ

が
2
人

以

上

い

す

べ

て
の
児
戒
め
入
関
が
必
要
で
す
。

V
入
閣
で
参
る
年
齢
生
徒
6
か

月
以
上
か
ら
5
歳
ま
令
、

4
月
l

uu
に
年
齢
に
逮
ず
る
場
合
も
申
請

で
き
ま
す

u

む
燦
休
明
け
保
育

・
対
象
生
後
印
日
以
後
の
乳
児

・
実
施
保
育
腿
中
市
立
寿
保
育

園
。
清
涼
湖
北
山
口
保
育
問
問
、
府
私
立
恋

愛
保
育
問
州
、
私
立
謀
総
保
育
協

。
障
害
児
保
管

・
対
象
入
山
側
諸
準
に
該
当
し
、

集
部
保
行
が
可
能
な
程
度
心
身
附

V
申
諒
方
法

入
閥
均
叩
約
警
は

e . • . 
も
骨

骨

‘ e . 
争
も

e 
e 、• ‘ も

‘ 争

‘ 争

ーも
司

も
も

‘ . 
も. 
6 

‘ 争
事

ー
も

今

‘ 
ー
を
も

‘ 今. • ‘ 
‘ ‘ 
‘ ーも
考

e 
e 

-. 
ー‘ 
‘ . 
0 

‘ e 
寄

与

‘ 争

‘ 争

-e . 
6 . 
‘ ‘ 
‘ も

‘ 
‘ ‘ e 
e 
も
き

も
も

‘ 
‘ も

も

-e 

-e . 
を

‘ ‘ ' e 
‘ 4 . 
0 . 
e ---"" ... ・------~伸。--咽....._--，...-樹、..ゅeゅ---咽--場劇場-ゅ..・0ゅ..._._-・~--_... ゆゆゆ_.-・-----_.._..ゅ。_...._______J

保育11名 l 所 主主 主主 電筒

主主 l 是主1伶 6-2 82一切59

王子 …i者ト13-11 82-9552 

消 滅 流 会 誌 号4じ会3-1匂 16 88-2405 

1約ぴニ|東我緩和十22 83-3165 

立|綴 Y苛 主祭戸967叩 2 82-5572 

! .• U， * 抜本5-2-19 84-3き83

;つくし努 つくし皆]'4-17-2! 84-8822 

i湖北 中毒ド1423 88-1059 

私 功il企:後 ;会ifA:2318 ! 8ト 2744

j記愛 湖北台ト16ゐ 9 88-7771 

慈主主 湖北台3-13-13 88-0874 

Jl. m 新水聖子1会-28 88-0665 

約 主民;や鈴352-3 ! 88-3338 

V告義務罷一覧諜

児
童
m
w
w内
総
お
よ
び
各
保
育
問
酬
に

あ
り
ま
す
。
市
立
保
育
闘
の
入
関

申
請
は
、
在
接
党
攻
保
育
課
へ
、
私

立
保
育
川
酬
は
、
命
令
保
育
関
に
提
出

る
。
中
に
虫
の
幼
虫
が
い
る
こ

と
が
あ
る
。

臥
別
箆
が
熱
し
た
秋
に
イ
ノ
コ

ズ
チ
の
生
え
て
い
る
場
所
合
返

る
と
、
則
市
突
が
い
っ
ぱ
い
衣
服

に
つ
く
。

が
っ
て
い
て
、
衣
服
に
さ
さ
る

か
ら
で
あ
る
。

「
枯
ら
れ
て
泣
き
じ
ゃ
く
り
つ

つ
寝
し
訴
子
の
ゐ
の
こ
づ
ち

つ
く
践
を
は
ら
い
ぬ
」

コ

め

桜

を

煎
じ
て
飲
む
と
、
関
節

炎
、
制
気
、
月
続
不
脳
相
等
に
効
く

と
い
う
。

山

首

い

ベ

ぷ

ら

な
ど
に
し
て
食
べ
る
と
、

だ
と
い
う
。

(文掲

設
久
間
俊
行
)

し
て
く
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平成3年11月?日諜荘 *世帯数39，733世帯

人口121，982人男61，211人女60，771人
@市役所本庁 85-1111
・つくし野支所 84-8801
e湖北台支所 88…0828
・湖北支所間一21竹
@布佼支所 89-23問
@数育愛興会 85-1151
@ 水道潟 84-01竹

@ 消紡饗 84-0119
e少年センター 84-19∞
@保綾センタ… 87-1131
・市民会舘 84-3311
.CT央公渓態 82-0515
・薦 の簿物箆 85…2212

..市民体湾鑓 87-1155

ーでこーを披縁。

@市民図墨書館本館84-1110 湖北台

分鐙87-3055 布佐分館89-1311
移動留番館 87心909

@都市改造事務所 85-1171
@身体障害者福祉センター 88ω0141
@あらき直撃 88-4188
@つつじ渡部-0123
⑧生活環境課〈浄記者重)87時 2379

〈ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
e布佐南近隣センタ… 89-3740
@天王台花近隣センタ… 82…9988
・猿戸近綴センター 83-5363
@市民センター発83-7722 滋犯

台88-9927 布佐89-1193

務 ~. 一一、器官

教育委員会間協
惨日時竹月26日〈火〉午後T

時30分〈教育委員会会議繋〉

炉問い合わせ数寄餐箆会総

務課

|第↑2思オーブン車献金l

Gw~a 
~ïf苛事官器管;翼

1991.刊.16 (4) 

叩米のと粗大ごみ収蟻 i
トの嚇し;込みは語早め!こ

粗大ごみは臨治会単位で1:i=2回

年末む収集

詩期は、特iこを担し込みが集中しま

砂縦撃事館書 串施行旭区を表示す 買すので、なるべくあ翠めiこ遼絡を。

る額面、*新乏に施汚主主蕊となる 券総大ごみの穫類ペツ戸、トご夕、

べをき区撲の工抱襲撃 ふす霊安考察の大毅建築、木章受家具類

易自鰐 12月228く自〉三千部98等 ※新だ!こ施行地窪となるべき思議 〈抗、いす、タシス、食器芝な等〉、

券寝所 msミ捧湾盤 的の宅地iこついて遺文芸穫を脅する テレゼく14インチ以よこ〉など

ート穫13'参加費男女シングルス・ 人;法、公務む巴くれ弓 88)から守 ル収集セぎない物 自転車、オ-

500丹、男女ダブルス .1000向 か均以内iこ市長!こ揺し、議磁をも トパイ、冷綴j議、洗濯機、金属類等

...e詳し込み・問い合わせ 旬開 6

8C金、必着〉までに現金懇留で住

所、氏名、電話番号、大会名、間綴

名、横田を璃記し、つくし野3の5

の103吉田常子宮(82)6974ヘ

日団四a
懸賞論文|

炉内容 牢講演「阻液疾怒と侍髄 数孫子市脅壮年会議事務懇へ

炉建l，¥合わせ干繁轡鑓パンク幾

遂逮絡会小括合(27)特73

b日時竹悶238く祝〉午後 T時間 移穫についてJホ患者-家燦からの 惨脅し1合わせ

演〈入場料200円〉 訴え申バナー〈得難提供者〉体霊祭

って錨地権をさ担告してく主ささい。

沙縦覧場所・問い合わせ市役所

区翻獲理課き十盟係

|強麗緑地指;定!こ保|
るフコ?ンケート調〈費

市街fむ区域内農地で生産緑地指

1"主滋源問収臼{こ出レてください。

砂滋絡先 生活環鏡隷霊堂(87)0015

|米側!議題鶴めだし1方へ
砂期務受偲旬開 28(月〉から13

8C金〉ぎでの午前9持から午後ヰ

か持参詣子健康手帳〈受診無料〉 史?な会議祉施設繋矯議金ほと培農

》問い合わせ 先天性白夜鰭警察兜 の方〈露名〉から20J5F号、かなさち会

父ffiの会 総立霊堂(72)5823 媛から2万1600F号、NECr沼のとお

会J 様から20万円の懇住がきちりを決

し芝。

Fちでは成人鵜予主ちなどの鍵康管 。尾上吉之穣〈湖北台〉から学校つE幸徳湾審者袋容 糟 品 i 砂内容おおむお20字以P';Jで察産
慈役センター忌持 19e.:Z玄iおの愛用縫滋そ表現し芝もの 還をしていだだく定め、市役柄本 なぐ殺の会iこと5万問の喜劇寸ガあ

"'8時 12月 18(8)午前10時か 惨応募方法・問い合わせハガキ 鰐口ピ一、中央公民館、市民俸湾 りまし定。

ら正午〈入場無料)こ作@1点、住所、氏名、年齢、性 錯、保縫センタ…の4か所iこ闘動 。有佳台却稚闘父悶の会機から務

険会場・問い合わせ身体障害者

福祉センターまま(88)0141

※5OO~r，駅北口から迎えパス湾り

鍔 5IQJHOTPO了|
ク リ ス マス r 愈!

障害害児耐震常売もとも{こ楽しく

会合(84)1539ヘ
lチャリテ ィ ー [
クリス守ス・パーティ…

砂臼持 12月22自〈日〉カラオケ大

ダンスfてーティー〈先選150名〉

沙参加愛知00丹

2の 4の侶伊東奪三郎ままく84)7467 ...会費 1200向〈欝売り1000丹〉

砂鰐い合おせ 我孫子主主焚ダンス

濁安芸会 湾総ままく84)6883

砂幾格 夢実内在住&そE勤者

物麓協会合0472(25)8646へ

l家軒家計講習会受講者|

炉問い合わせ我孫子市綴鱗簿登愛 遊び怒しよう。

箆密室まく83)2126 ...8鰐 12月 78(土〉午後守詩

砂場所天王台北近畿センター

傍参加費 200完く先麓100名〉 沙参加賀 間会場共350円、託児あ

b申し込み・問い合わせ利用20 り〈予約縦200肉、愚食間〉

日(7jく〉までに電話で社会福祉協議 炉問い合わせ根戸会場…豊富霊堂

(84)2875、天王台会場…宇野宮

沢長ミントン会員 l

b講師碓回二子枝子氏〈光学技総 会午後守時から、ダンスJiーデイ 砂線務問密週水諜午前知碍から

食栄惑土〉、須藤i慎子氏〈ごと?っ叩ピー午後5時30分から 正午〈市民体湾館〉

クスインストラクター〉 砂場所 美幸市民センター

b定震 党議15名く3器受務でささ ル定員カラニオケ大会〈完選5():8)、
砂金書疑 問3000月
b滋絡先会沢霊堂(8ヰ)4075C午後

7時以鵠〉

|初級英会話会員|

1113誌、動物による愈
害防止対策強化月間

日謹話番堅守道題を〉号事
ヘ
重要おいしい怒テトガとおさまミ言。

臨
臨
調
行
問

8(8)午前告時から午後8H寺(12 炉テーマ・講師 「陣容をもっ子供 別、勝き絵、電話議事警を明記し、 12)同 盟庄計をき交織していを焚す。気駿lこ 人福祉のだめにとティッシニユペ一

月?日13:午後ヰ時校で〉 の健康管理J中村仁氏〈松戸市立病 108C火、消印有効〉霊安で!こ守280平 ご利用くだせ5い。〈憾穣管理課) Jiーとタオルの寄贈ガあり霊祭した。

砂場所町民会鯨〈入場無料〉 院小児制医長〉 策閉館士見 Tの12の 7C社〉干葉県

惨事し込み・問い合わせ竹湾29

日〈金〉ぎでiこ電話で社会福祉協議 砂臼締揺週金曜語、午前10詩か

会まま(84)1539へ ら正午〈市民会醗第4会議室〉

!チャリ テ ィ ー I ...内容f¥IHKラヲオテキスト続

|ダンス・パーティ…| 護機爽穏そ使用した英会話

惨包時 12用 T巴〈日〉午後T時か 砂ゆし込み・問い合わせ吉野まま

ら 4時部分〈女性のダンスシユー 〈83)5320(午前中〉

ズiこ13:ヒーjレカJ¥ーをつけること〉

静砂場所 東京実業国(健保センター

体湾館〈相需有D!li1000)

25開

26火
曜書 ……  

27水

(議 28~
~~.W29 金

~((])土

16土l:5Z332寿市民センター間判七30

シタ-9:∞~匂:∞
市潟爽祭実E穏波立ffi]%お談室10:00-伝∞
Zrrち5主題懇2重体重E申つつじ遊休重11 .，...篤の惨事諸費量燃豊富

19必ず法律轍明開組問泊先駆稿欄

2((])水

21木

22金

市消費g:汚栂股=市民相談室10:00-15:00

伊主事会相政=ffi.ê完相談室10:00~15:00
『健康栂2提出つつじ娃1 1:00~12:∞

定の弱積袈{牛 C5001Tf以上の一盟 錦〈土曜午後、祝、 8擦は懇く〉

熔〉のある方を対象iこ三フンケート 惨許可銀特定営幾所上霊祭売所

講資老若好っていま写。こ{のほか休 ? 

rこうすれば我孫子市はもっと 務地など袋緩緑地指定の対象とな 診療し込み・潤い合おせ葱工観

もっと発震するJこんなきき活があ ること地所湾者iこも鐙査させていだ 光諜

延長以LEfどの テ … マ で 瀦 足 立 記 、22Lまさい。 I鴻務動暴カ毎談街c開設i

:思z主誌(忠LJよよιι;JみみJ込出一一;誼23£:プ般 麟甥の犠集闇献検診勧I;詰t諮Z:乞4詩;蒜誌誌主誌誌;お;ケ?〔午哨欄叩前附削吋T叩悌O哨時

詑戸脅脅.欝パンク i 快応募方E法去趨工業の発震やF市ちさ会設 惨閤蹄?句2月 18(白〉と午F前叩時か 砂場所策聴飾5烹夜庁〈栂声市〉

シ ン ポ yィウ ム| 体の活性化につながる内容を400 ら午後3時〈平葉市中央コミユニ 炉問い合わせ〈財〉県暴力問追般

炉日時 刊月竹田〈日〉午後 '11簿30 字詰め原稿用紙10枚以内で、平成 ティセンター〉 県民.0.殺事務穏惣0472(5の8930
第↑2回我孫子市合唱祭l 分から 4時〈入場無料) 4酌矧旧制、消晴期滞で同路相盈芭部氏く帝京大 口

市内の20団体が出演し奨しい}¥ ...場所松戸市勤労念館 !と我孫子1858市役所商工観光親内 学俵渉務部教授〉

b会場 ffi民会舘ホール

炉問い合わせ橋谷まま(88)7464、

社会教湾課霊堂(85)竹51

|第5詔我孫子吊絵護喪l
'怒間性湾268C火〉から12舟 T
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ー帳場所 根戸i託綴センタ…

る三三〉、受講祭料

...歪告し込み・問い合わせ 震設諮で

市民笠活課ft(85)11竹内線329へ

i第5自費宝章子ユニサイクル
スポーツ大金

惨臼鰐 12舟?臼(8)午前88等30

分〈市民障上競技場〉隅3夜中lt

砂対象一輪車lこ祭れる15

炉参加賀 600円

惨申し込み・問い合わせ竹間22

日〈金〉まで!こ)¥刀キ!こ住眠、氏名、

電話番号、インチを鴎記し、天:E台

伊法律相続需市民棺談窓9:00から先機10名~控室
市つつじ荘休館 『胞の向車物鐙休館

ザ消費生汚得鍛=r官民ヰ富談~10:CQ-15:ao

げフフルコール家族事費裳=天王台望号笈li1!l13:30-16:∞

世 Z霊祭年金祭喜重斜聖書翼言語警部。護室主護憲警8

~i'官民喜望書室重体怨


